
会  場：仙台市市民活動サポートセンター　５階  交流サロン  
定  員： 3 0 名 ( 要申込み )  ／  参加費：無料

2016.11.3 Thu 13:00 -  15:30
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アクセス
〒980-0811 仙台市青葉区一番町四丁目 1-3
JR 仙台駅西口から徒歩 15 分 / 地下鉄南北線広瀬通駅西 5 番出
口すぐ / 地下鉄東西線青葉通一番町駅北 1 番出口から徒歩 6 分
/ 市営バス「商工会議所前」「電力ビル前」徒歩 3 分。サポセン
に駐車場・駐輪場はございません。

地下鉄南北線 広瀬通駅

藤崎

青葉通

中央通

東一番丁通

広瀬通
西5出口

地下鉄東西線青葉通一番町駅

北１出口

主催：仙台市市民活動サポートセンター
(指定管理者：NPO法人せんだい・みやぎ NPOセンター )
TEL：022-212-3010 　FAX：022-268-4042 
Mail：sendai@sapo-sen.jp

サポートセンターホームページ内に設置した、申込み
フォームよりお申込みください。サポートセンター窓
口・TEL・FAXでもお申込みいただけます。

●お申込みフォーム●

http://www/sapo-sen.jp

本企画は、仙台市市民活動サポートセンターが主催する
「マチノワ WEEK　まちづくりのアイディア広場『触れ
る』『交わる』『考える』」の一部です。11 月 3 日 ( 木・祝 )
～ 6 日 ( 日 ) にかけて様々なイベントを行います。詳し
くはサポートセンターホームページをご覧ください。

「soar」代表・編集長、「HaTiDORi」代表。
1984 年青森県生まれ。宮城教育大学卒
業。青山学院大学ワークショップデザ
イナー育成プログラム終了。Web メ
ディ ア「マチノコト」ライター。仙台
の日本赤十字社で勤務中、東日本大震
災を経験。2015年12月よりWebメディ
ア「soar」をオープンした。

1982 年仙台市生まれ。いわき市育ち。
岩手大学人文社会科学部卒業。現、宮
城大学大学院事業構想学科空間デザイ
ン領域所属。その他、東北の日常をお
もしろくするつれづれ団などで活動。
モットーは、「常に心にユーモアを」。

ジャーナリスト、編集デザインファー
ム「inquire」代表。1987年岐阜県出身。 
未来の探求と社会の編集をテーマに
「THE BRIDGE」「マチノコト」「IDENTITY

名古屋」「soar」など複数のメディア運
営に携わる。NPO法人マチノコト理事。
一 般社団法人 HEAD 研究会フロンティ
ア TF副委員長。

soar 編集長

工藤瑞穂 さん

soar

さん

副代表

モリジュンヤ
Granny Rideto一般社団法人

代表理事 桃生和成 さん

合同会社イーストタイムズ
TOHOKU360 編集長

安藤歩美 さん さん さん

1987 年千葉県生まれ。東京大学公共政
策大学院修了後、全国紙記者として宮
城県で東日本大震災後の被災地報道等
を担当。2015 年仙台でニュース制作事
業を行う「イーストタイムズ」を創業。
2016 年 に 自 社 ニ ュ ー ス サ イ ト
「TOHOKU360」を立ち上げた。

河北新報社「あらっ E」プロジェクト
プロデューサー

畠山茂陽

宮城県仙台市出身。1993年河北新報社
入社。販売部 ( 学び応援チーム ) に所
属し、営業畑から新聞普及のため様々
なプロモーションを仕掛ける。地下鉄
東西線の東の玄関口七郷・荒井地区の
情報発信に特化した「あらっ E」プロ
ジェクト担当。NPO法人ファイブブ
リッジ理事長。

河北新報社 記者
防災・教育室主任

大泉大介

宮城県大崎市出身。1995 年河北新報社
入社。報道部、特報部、デジタル編集部
などで勤務。2012 年から大学生向け事
業「記者と駆けるインターン」を担当し、
次世代の情報発信力強化に尽力。関わっ
た学生は 260 人を超える。2015 年から
サポセン主催「市民ライター講座」の講
師も務めている。

ゲストプロフィール


